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定
の
ご
理
解
を
い
た
だ
い
て
い
る
と

思
っ
て
い
る
。
５
０
０
０
万
円
の
保

険
金
区
分
新
設
に
つ
い
て
は
、
全
体

２
万
４
０
０
０
あ
る
中
で
１
０
０
０

件
程
度
あ
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
出
張
も
で
き

な
い
の
で
、
新
聞
等
を
は
じ
め
と
す

る
広
報
媒
体
を
活
用
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を

利
用
し
よ
う
と
い
う
意
見
が
ま
と
ま

り
、
ロ
ー
カ
ル
テ
レ
ビ
局
で
30
秒
程

度
の
Ｃ
М
を
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。

今
月
の
加
入
促
進
月
間
に
合
わ
せ
、

重
点
地
区
で
あ
る
栃
木
、
新
潟
、
石

川
、
兵
庫
、
広
島
の
地
方
局
で
放
映

し
、
周
辺
の
県
で
も
見
る
こ
と
が
で

き
る
。
効
果
の
ほ
ど
を
見
て
、
今
後

拡
大
も
検
討
す
る
。

こ
れ
か
ら
の
　

建
設
業
に
対
し

求
め
る
こ
と
は

■
茂
木
理
事
長　

昔
か
ら
治
山
治

水
、
衣
食
住
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
国

土
保
全
と
生
活
環
境
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
は
建
設
業
が
担
っ
て
い
る
。
わ
が

国
の
最
重
要
産
業
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
。
労
働
集
約
型
産
業
で
も

あ
る
の
で
、
担
い
手
確
保
・
育
成
が

業
界
の
生
命
線
で
あ
る
、
し
た
が
っ

て
若
者
向
け
の
戦
略
的
広
報
が
重

要
。
そ
の
た
め
に
も
建
設
業
協
会
と

わ
れ
わ
れ
が
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、
後

方
活
動
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

地
震
や
台
風
、
豪
雨
に
よ
る
土
砂

災
害
等
が
頻
発
す
る
中
、
地
域
の
守

り
手
と
し
て
防
災
・
減
災
へ
の
息
の

長
い
取
り
組
み
を
継
続
す
る
中
で
、

地
域
な
り
に
工
夫
し
て
安
全
安
心
の

文
化
を
創
造
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
下
支
え
を
私
た
ち
も
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

る
。
こ
の
機
会
に
東
西
の
大
都
市
協

会
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
き
て
い

る
時
期
で
も
あ
る
の
で
、
支
店
等
の

工
事
現
場
単
位
で
の
加
入
の
あ
り
方

を
提
案
し
、
お
互
い
検
討
し
て
い

る
。
協
会
間
で
の
負
担
の
公
平
に
つ

い
て
の
方
策
も
満
た
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

最
重
要
課
題
は

■
茂
木
理
事
長　

10
月
か
ら
の
制
度

改
正
を
円
滑
に
進
め
る
こ
と
が
最
重

要
課
題
。
加
入
企
業
の
構
造
変
化
が

見
ら
れ
る
中
、
完
工
高
10
億
円
以
上

の
企
業
が
平
成
25
年
に
１
５
８
６
社

だ
っ
た
の
が
、
令
和
２
年
度
に
は
２

１
１
６
社
と
33
・
４
％
増
え
た
。
完

工
高
１
０
０
億
円
以
上
の
企
業
も
39

か
ら
77
社
と
ほ
ぼ
倍
増
し
た
。
企
業

規
模
も
含
め
保
険
金
制
度
に
バ
ラ
ン

ス
良
く
加
入
し
い
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
し
、
掛
金
の
収
入
構
造
も
調
整

し
な
い
と
先
々
困
る
こ
と
に
な
る
。

　

保
険
金
の
支
払
い
が
あ
っ
た
翌
年

に
は
、
完
工
高
が
高
い
ゾ
ー
ン
で
は

掛
金
が
最
大
２
・
28
倍
へ
と
上
が
っ

て
し
ま
う
。
完
工
高
が
増
え
れ
ば
、

掛
金
が
割
安
に
な
り
逆
に
減
る
と
割

高
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
に
は
完

工
高
区
分
を
細
分
化
す
る
し
か
対
処

法
は
な
い
。
そ
の
た
め
６
段
階
を
12

段
階
へ
と
変
更
し
た
。
今
は
難
し
い

経
済
状
況
で
も
あ
る
の
で
、
契
約
者

に
負
担
が
極
力
か
か
ら
ぬ
よ
う
、
改

定
割
引
率
の
適
用
は
、
前
年
度
に
保

険
金
の
支
払
い
が
な
く
、
か
つ
完
工

高
区
分
が
上
昇
し
な
い
場
合
に
は
、

現
行
の
割
引
率
を
５
年
間
経
過
措
置

と
し
て
適
用
さ
れ
る
。
新
規
加
入

者
、
事
故
が
あ
っ
た
方
、
完
工
高
が

上
が
る
方
に
は
改
定
割
引
率
が
適
用

さ
れ
る
。
こ
れ
に
は
現
在
も
契
約
更

新
率
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一

団
に
も
こ
れ
が
当
て
は
ま
る
。

　

平
成
25
年
度
を
境
に
そ
の
前
後
で

は
様
相
が
変
わ
っ
た
。
そ
れ
は
平
成

25
年
度
に
保
険
業
法
の
適
用
下
に
入

り
、
厚
生
労
働
大
臣
と
国
土
交
通
大

臣
に
認
可
を
い
た
だ
い
た
。
同
時
に

内
閣
総
理
大
臣
か
ら
の
認
定
を
受

け
、
公
益
財
団
法
人
へ
移
行
し
た
。

こ
れ
で
「
収
支
相
償
の
原
則
」
が
適

用
さ
れ
た
。

　

公
益
目
的
事
業
は
収
支
が
ゼ
ロ
か

マ
イ
ナ
ス
で
な
く
て
は
い
け
な
い
、

赤
字
が
望
ま
し
い
と
い
う
ス
キ
ー
ム

な
の
だ
が
、
保
険
業
務
を
営
む
上

で
、
そ
れ
は
あ
り
得
な
い
。
常
々
黒

字
を
目
指
し
、
良
好
な
財
政
状
況
を

続
け
て
い
る
が
、
内
閣
府
か
ら
見
る

と
問
題
。
そ
の
た
め
財
政
構
造
を
見

直
す
べ
き
と
の
命
題
を
受
け
、
平
成

28
年
に
労
働
安
全
衛
生
推
進
事
業
を

立
ち
上
げ
た
。
掛
金
の
負
担
割
合
を

そ
れ
ま
で
１
０
０
％
を
保
険
料
に
充

て
て
い
た
も
の
を
85
％
ま
で
圧
縮

し
、
残
り
を
公
益
目
的
事
業
へ
使
う

よ
う
に
切
り
替
え
た
。

　

平
成
27
年
に
無
事
故
割
引
２
割
拡

大
を
実
施
し
た
が
、
制
度
の
ゆ
が
み

が
生
じ
て
き
て
い
た
の
で
、
今
年
度

制
度
改
正
す
る
運
び
と
な
っ
た
。
こ

の
無
事
故
割
引
率
の
改
定
と
合
わ

せ
、
21
年
ぶ
り
の
保
険
金
区
分
の
新

し
い
ゾ
ー
ン
と
し
て
５
０
０
０
万
円

を
新
設
し
た
。
今
ま
で
は
４
０
０
０

万
円
が
最
高
だ
っ
た
が
、
そ
れ
で
は

足
り
な
い
と
い
う
契
約
者
か
ら
の
声

に
応
え
る
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
に
は

大
き
な
反
響
を
い
た
だ
き
、
申
し
込

み
が
相
次
い
で
い
る
状
態
で
す
。

　

令
和
４
年
度
か
ら
は
剰
余
金
の
割

り
戻
し
制
度
を
導
入
し
、
収
支
相
償

の
悩
み
か
ら
は
解
放
さ
れ
る
。

　

ま
た
共
済
保
険
は
そ
の
名
の
通

り
、
掛
金
を
持
ち
寄
っ
て
お
互
い
を

助
け
合
う
と
い
う
共
済
の
精
神
が
あ

に
経
営
事
項
審
査
の
労
働
福
祉
状
況

と
い
う
中
で
、
法
定
外
の
労
災
保
険

に
入
っ
て
い
る
場
合
に
は
15
点
の
加

点
が
付
与
さ
れ
る
と
い
う
特
典
が
付

い
た
。
こ
れ
は
業
界
に
大
変
な
衝
撃

を
与
え
、
平
成
10
年
に
は
掛
金
収
入

が
71
億
３
０
０
０
万
円
に
達
し
た
。

そ
れ
を
ピ
ー
ク
に
長
期
の
低
落
傾
向

と
な
り
、
平
成
24
年
度
に
は
30
億
９

０
０
０
万
円
に
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。

　

そ
こ
で
底
を
打
っ
た
形
で
、
徐
々

に
盛
り
返
し
令
和
２
年
度
で
33
億
７

７
０
０
万
円
ま
で
持
ち
直
し
、
今
後

は
35
億
円
規
模
が
視
野
に
入
っ
て
き

た
。

　

こ
れ
は
組
織
を
挙
げ
て
、
加
入
促

進
に
全
国
展
開
で
取
り
組
ん
だ
成

果
。
特
に
各
都
道
府
県
建
設
業
協
会

と
の
関
係
性
は
重
要
で
、
未
加
入
の

会
長
企
業
に
加
入
い
た
だ
い
た
。
私

が
理
事
長
に
就
任
し
た
平
成
27
年
に

は
31
社
だ
っ
た
の
が
、
現
在
41
社
に

ま
で
達
し
て
い
る
。
組
織
の
ト
ッ
プ

が
入
っ
て
い
た
だ
く
と
、
加
入
促
進

に
力
が
入
り
、
会
員
加
入
率
も
押
し

上
げ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
。
現

在
全
国
の
加
入
率
は
52
・
８
％
で
、

前
年
度
に
比
べ
て
も
０
・
５
％
ア
ッ

プ
し
た
。
契
約
更
新
率
も
令
和
２
年

度
は
97
％
で
前
年
度
比
０
・
３
％
上

昇
し
た
。
こ
の
勢
い
は
相
変
わ
ら
ず

続
い
て
お
り
、
今
年
４
月
か
ら
８
月

の
間
も
97
・
６
％
に
伸
び
た
。
協
会

と
福
祉
共
済
団
が
両
輪
と
な
り
、
加

入
促
進
の
よ
い
展
開
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。福

祉
共
済
団
の

現
況
に
つ
い
て

■
茂
木
理
事
長　

福
沢
諭
吉
の
「
一

身
に
し
て
二
生
を
経
る
が
如
し
」
と

い
う
言
葉
が
あ
る
。
幕
末
と
明
治
維

新
で
は
全
く
異
な
る
世
界
だ
と
い
う

事
を
表
し
た
も
の
だ
が
、
福
祉
共
済

保
険
制
度
創
設
　

50
周
年
を
迎
え
て

■
茂
木
理
事
長　

建
設
共
済
保
険

は
、
昭
和
45
年
11
月
に
全
国
建
設
業

協
会
（
全
建
）
と
の
特
約
の
も
と
に

わ
が
国
で
最
初
の
労
災
保
険
と
し
て

制
度
化
さ
れ
た
。
そ
し
て
２
０
２
０

年
11
月
に
創
設
50
年
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
た
。
た
だ
昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍

で
、
記
念
行
事
は
自
粛
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。

準
の
中
の
現
場
管
理
費
に
掛
金
相
当

額
を
算
入
し
て
い
た
だ
い
た
。
今
で

言
う
改
正
品
確
法
で
、
保
険
料
が
予

定
価
格
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
、
労

災
補
償
に
必
要
な
保
険
契
約
の
保
険

料
等
の
予
定
価
格
へ
の
反
映
と
い
う

流
れ
を
40
年
以
上
前
に
や
っ
て
い
た

だ
い
た
。

　

ま
た
当
時
の
建
設
省
建
設
経
済
局

長
通
達
で
、
建
設
労
働
者
の
福
祉
充

実
を
目
的
に
、
当
制
度
へ
の
加
入
を

促
進
し
て
い
た
だ
い
た
。
平
成
６
年

　

50
年
を
迎
え
て
真
っ
先
に
思
い
浮

か
べ
る
の
は
、
盛
り
立
て
て
い
た
だ

い
た
契
約
者
の
皆
さ
ま
に
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
た
い
と
い
う
こ
と
。
ま

た
歴
代
の
役
職
員
の
方
々
に
ご
努
力

い
た
だ
い
た
そ
の
結
果
、
50
周
年
を

迎
え
た
の
で
敬
意
を
表
し
た
い
。

　

も
ち
ろ
ん
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の

は
認
可
官
庁
の
ご
支
援
が
あ
っ
た
こ

と
。
特
に
当
時
の
建
設
省
に
は
発
足

以
来
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
昭
和

51
年
に
は
公
共
土
木
工
事
の
積
算
基

　

建
設
業
福
祉
共
済
団
（
茂
木

繁
理
事
長
）
は
、
保
険
金
区
分

の
新
設
お
よ
び
無
事
故
割
引
率

の
改
定
等
を
決
め
、
き
ょ
う
10

月
１
日
か
ら
実
施
す
る
。
改
定

す
る
の
は
①
年
間
完
成
工
事
高

契
約
の
保
険
金
区
分
の
新
設
②

年
間
完
成
工
事
高
契
約
の
無
事

故
割
引
率
お
よ
び
適
用
方
法
の

改
定
③
建
設
共
済
保
険
制
度
の

掛
金
割
合
の
変
更
―
の
３
点
。

　

年
間
完
成
工
事
高
契
約
の
保

険
金
区
分
の
新
設
に
つ
い
て

は
、
建
設
共
済
保
険
の
最
高
保

償
額
４
０
０
０
万
円
が
、
不
足

で
あ
る
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
た
め
、
５
０
０
０
万
円
の

新
設
区
分
を
設
け
た
。
福
祉
共

済
団
で
過
去
10
年
間
に
支
払
っ

た
保
険
金
支
払
い
は
、
全
体
の

99
％
が
示
談
金
５
０
０
０
万
円

以
内
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ

た
。
こ
の
た
め
、
新
た
に
５
０

０
０
万
円
の
区
分
を
設
け
た
。

　

年
間
完
成
工
事
高
契
約
の
無

事
故
割
引
率
お
よ
び
適
用
方
法

の
改
定
は
、
完
工
高
10
億
円
以

上
の
契
約
増
加
や
保
険
金
支
払

い
状
況
を
踏
ま
え
て
見
直
し
を

図
っ
た
も
の
。
こ
れ
ま
で
完
工

高
２
億
円
未
満
か
ら
１
０
０
億

円
以
上
を
６
区
分
に
し
て
い
た

も
の
を
、
２
億
円
未
満
か
ら
５

０
０
億
円
以
上
の
12
区
分
へ
と

拡
大
・
細
分
化
し
、
割
引
率
を

見
直
し
た
。
内
容
は
、
完
工
高

２
億
円
以
上
の
新
規
契
約
と
更

新
時
に
区
分
が
上
が
る
契
約
に

限
定
し
て
、
新
区
分
の
割
引
率

を
適
用
。
一
部
を
除
き
割
引
率

は
前
年
度
を
上
回
る
。
そ
れ
以

外
は
経
過
措
置
と
し
て
当
面
５

年
間
現
行
の
割
引
率
適
用
と
な

る
。

　

建
設
共
済
保
険
制
度
の
掛
金

割
合
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
保

険
事
業
に
充
当
す
る
掛
金
割
合

を
85
％
か
ら
82
％
に
、
共
済
事

業
に
充
当
す
る
掛
金
割
合
を
15

％
か
ら
18
％
に
そ
れ
ぞ
れ
変
更

す
る
。
こ
れ
は
労
働
安
全
衛
生

推
進
事
業
で
、
新
た
な
剰
余
金

活
用
が
今
後
見
込
め
な
く
な
る

こ
と
か
ら
実
施
す
る
。

　

公
益
財
団
法
人
建
設
業
福
祉
共
済
団
に
よ
る
建
設
労
災
補
償
共
済
保
険
制
度
が
、
２
０
２
０
年
11
月
に
創
設
50

周
年
を
迎
え
た
。
建
設
労
災
補
償
共
済
保
険
は
、
労
働
福
祉
な
ら
び
に
経
営
上
の
不
測
の
危
機
へ
の
対
処
を
柱
と

し
て
、
建
設
業
の
工
事
現
場
に
従
事
す
る
労
働
者
が
業
務
災
害
・
通
勤
災
害
で
死
亡
、
重
度
の
身
体
障
害
ま
た
は

傷
病
を
受
け
た
場
合
に
保
険
金
を
支
払
う
も
の
。
保
険
契
約
者
は
各
都
道
府
県
建
設
業
協
会
会
員
に
と
ど
ま
ら

ず
、
一
般
の
建
設
業
者
も
対
応
。
こ
れ
ま
で
に
制
度
改
善
を
重
ね
、
加
入
事
業
所
は
全
国
に
わ
た
り
、
支
払
わ
れ

た
保
険
金
も
巨
額
な
実
績
を
上
げ
る
な
ど
、
他
に
類
を
見
な
い
法
定
外
労
災
補
償
制
度
と
な
り
、
共
済
団
は
２
０

１
３
年
度
か
ら
公
益
法
人
化
し
て
い
る
。
そ
こ
で
茂
木
繁
理
事
長
に
創
設
50
周
年
を
迎
え
て
の
思
い
、
共
済
団
の

現
況
、
重
点
的
な
取
り
組
み
、
こ
れ
か
ら
の
建
設
業
に
つ
い
て
聞
い
た
。

ま
で
の
剰
余
金
は
全
て

異
常
危
険
準
備
金
と
し

て
積
み
増
し
し
た
。
結

果
、
20
年
度
末
で
の
異

常
危
険
準
備
金
は
40
・

７
億
円
に
達
し
た
。

　

現
在
で
は
安
全
衛
生

推
進
事
業
へ
の
剰
余
金

運
用
が
望
め
な
い
た

め
、
20
年
度
以
降
に
発

生
す
る
剰
余
金
解
消
策

と
し
て
、
新
た
に
契
約

者
還
元
策
で
あ
る
割
戻

金
制
度
を
導
入
す
る
こ

と
を
検
討
し
て
い
る
。

　

制
度
自
体
は
22
年
度

４
月
１
日
か
ら
の
施
行

を
目
指
し
て
い
る
が
、

割
戻
金
の
実
際
の
運
用

は
23
年
８
月
と
な
る
見

込
み
。

無
事
故
割
引
率
な
ど
改
定

割戻金制度で契約者還元ヘ

茂
木
繁 

理
事
長  

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

皆
さ
ま
に
心
か
ら
感
謝

制度改善重ね加入促進建設業福祉共済団創設50周年

　

建
設
業
福
祉
共
済
団

で
は
、
剰
余
金
を
活
用

し
た
契
約
者
還
元
策
と

し
て
２
０
２
２
年
度
か

ら
割
戻
金
制
度
の
導
入

を
計
画
し
て
い
る
。
年

内
を
目
途
に
認
可
当
局

で
あ
る
厚
生
労
働
省
及

び
国
土
交
通
省
か
ら
の

変
更
認
可
を
取
得
し
、

22
年
年
明
け
に
は
契
約

者
に
手
続
き
書
類
を
送

付
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
。

　

剰
余
金
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
13
・
14

年
度
の
剰
余
金
10
・
４

億
円
を
安
全
衛
生
用
品

の
頒
布
を
中
心
に
契
約

者
に
還
元
。
続
い
て

15
・
16
年
度
の
19
・
６

億
円
を
含
め
、
18
年
度

保険⾦区分合計
（被災者補償保険⾦）
（諸費⽤補償保険⾦）

保険⾦の種類

5,000万円
（2,500万円）
（2,500万円）

4,000万円
（2,000万円）
（2,000万円）

3,000万円
（1,500万円）
（1,500万円）

2,000万円
（1,000万円）
（1,000万円）

1,000万円
（500万円）
（500万円）

死亡保険⾦ 5,000万円 4,000万円 3,000万円 2,000万円 1,000万円

障害保険⾦
（障害1・2・3級） （2,500万円）（2,000万円）（1,500万円）（1,000万円）（500万円）

傷病保険⾦
（傷病1・2・3級） （2,500万円）（2,000万円）（1,500万円）（1,000万円）（500万円）

障害保険⾦
（障害4・5級）

4,000万円 3,200万円 2,400万円 1,600万円 800万円

（2,000万円）（1,600万円）（1,200万円）（800万円）（400万円）

（2,000万円）（1,600万円）（1,200万円）（800万円）（400万円）

障害保険⾦
（障害6・7級）

3,000万円 2,400万円 1,800万円 1,200万円 600万円

（1,500万円）（1,200万円）（900万円）（600万円）（300万円）

（1,500万円）（1,200万円）（900万円）（600万円）（300万円）

保険金区分5000万円を新設
新設



建設共済保険制度　創設年に

福祉共済団記念ロゴマーク作成

　
建
設
業
福
祉
共
済
団
︵
茂
木
繁
理

事
長
︶
が
運
営
す
る
建
設
共
済
保
険

制
度
が

月
に
創
設

年
の
節
目
を

迎
え
る

こ
れ
を
記
念
し
た
ロ
ゴ
マ


ク
‖
写
真
‖
を
作
成
し
た
﹁
皆
さ

ん
に
支
え
ら
れ
て
こ
こ
ま
で
き
た


将
来
に
わ
た
り
ご
契
約
者
と
建
設
業

界
の
発
展
に
と

て
真
に
役
立
つ
存

在
で
あ
り
続
け
た
い
﹂
︵
茂
木
理
事

長
︶
と
し
て

﹁
契
約
者
と
業
界
の

発
展
の
た
め
に
﹂
と
い
う
コ
ピ

を

採
用
し
た

名
刺
や
封
筒
な
ど
に
使

い

周
知
し
て
い
く


　
同
制
度
は
全
国
建
設
業
協
会
︵
全

建
︶
と
の
特
約
に
よ
り

国
内
で
最

初
の
法
定
外
労
災
補
償
制
度
と
し
て

１
９
７
０
年

月
に
創
設
さ
れ
た


安
い
掛
け
金
で
高
額
な
補
償
を
目
指

し

全
建
や
傘
下
の
都
道
府
県
建
設

業
協
会
と
連
携
し
な
が
ら
制
度
の
普

及
に
取
り
組
ん
で
い
る


　
協
会
と
連
携
し
た
取
り
組
み
が
着

実
に
成
果
を
上
げ
て
い
る

直
近
で

は
会
員
加
入
率
が
長
野
で
約

％
上

昇
福
井
は

％
ア

プ
し
た
会
員

加
入
率

％
以
上
の
青
森
と
秋
田


岩
手

徳
島

愛
媛

鹿
児
島
の
６

協
会
に
鳥
取
が
加
わ

た

会
員
加

入
率

％
以
上
の
協
会
支
部
は

年

度
の

か
ら
１
０
４
ま
で
増
加
し
て

い
る


本紙 2 0 2 0 年 0 3 月 2 6 日 0 0 2 面 0 1 版 N o . 0 5日刊建設工業新聞
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